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Ｑ地域おこし協力隊
に何をさせるのか

出
羽地

域
お
こ
し
協
力

隊
の
活
動
内
容
及
 

び
採
用
人
員
は
。

最
終
的
に
は
５
名

採
用

村
長

活
動
内
容
と
し
て
は
、

・
水
源
教
育
の
支
援
活
動

・
農
林
業
体
験
学
習
へ
の

支
援
活
動

・
地
域
の
情
報
発
信
に
関

す
る
支
援
活
動

・
地
域
お
こ
し
の
支
援
活
動

・
地
域
資
源
を
活
用
す
る

商
品
開
発
の
支
援
活
動

を
お
こ
な
い
、
地
域
活

動
に
期
待
で
き
る
と
判

断
し
５
名
採
用
し
た
。

出
羽管

理
監
督
は
ど
の

部
署
か

総
務
行
政
グ
ル
ー

プ
が
担
当

総
務
課
長

月
・
金
曜
日
は
活
動
の

助
言
、相
談
等
に
当
た
り
、

火
、
水
、
木
の
３
日
間
は
、

道
志
・
森
づ
く
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
管
理
体
制
化
で

活
動
し
て
い
る
。

出
羽協

力
隊
か
ら
の
報

告
、連
絡
、相
談
は

業
務
日
誌
に
て
報
告

総
務
課
長

役
場
担
当
者
、
協
力
隊

員
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
三
者

に
て
連
絡
調
整
会
議
を
開

き
、
活
動
の
計
画
、
内
容
、

進
捗
状
況
、
問
題
点
に
つ

い
て
話
し
合
い
、
活
動
内

容
は
業
務
日
誌
に
て
報
告

を
受
け
て
い
る
。

出
羽Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
へ
の

事
業
委
託
費
の
内

容
は

指
導
、
支
援
費
及

び
広
報
費
１
８
０

万
円

総
務
課
長

活
動
に
対
す
る
指
導
、

支
援
費
１
６
０
万
円
︵
活

動
事
務
経
費
、研
修
費
等
︶

活
動
、
成
果
の
広
報
費
等

20
万
円
︵
４
回
発
行
︶

出
羽協

力
隊
員
の
人
数

に
あ
っ
た
仕
事
量

は
あ
る
の
か

今
後
は
小
規
模
多
機

能
自
治
を
支
え
る
地
域

自
主
組
織
の
立
ち
上
げ

総
務
課
長

２
名
に
つ
い
て
は
、
小

規
模
多
機
能
自
治
を
支
え

る
地
域
自
主
組
織
の
立
上

げ
に
関
す
る
活
動
を
予
定

し
て
い
る
。

今
年
度
は
、
持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
へ
向
け
た

活
動
組
織
と
し
て
久
保
地

区
に
組
織
の
立
上
げ
を
考

え
て
い
る
。

道
志
村
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
充
実
さ

せ
て
情
報
発
信
を

住
ん
で
子
育
て
を

し
て
み
た
い
道
志

村
を
発
信

総
務
課
長

村
内
の
子
育
て
世
代
の

意
見
や
、
協
力
隊
員
の
村

内
外
か
ら
観
た
視
点
か
ら

利
点
は
活
か
し
、
不
足
は

補
い
よ
り
良
い
﹁
住
ん
で

子
育
て
を
し
て
み
た
い
道

志
村
﹂
に
取
り
上
げ
ら
れ

る
よ
う
な
情
報
に
つ
い

て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を

活
用
し
て
発
信
し
て
い
く
。

出羽
� �

和
��

平
��

議員

一般質問
（これが聞きたい）

ＡＡ

QＡ

QQ

Ａ QＡ Q

Q

Ａ
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Ｑ水利をそなえた
ヘリポートは

杉
本５

月
に
起
き
ま
し
た
山

林
の
火
災
で
、
防
災
ヘ
リ

が
消
火
に
あ
た
り
ま
し
た

が
、水
利
が
取
れ
ず
、山
中

湖
ま
で
水
を
汲
み
に
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど

の
対
応
で
し
た
。

初
期
消
火
の
重
要
性
を

考
え
、
水
利
を
そ
な
え
た

ヘ
リ
ポ
ー
ト
が
必
要
か
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

林
間
広
場
に

総
務
課
長

今
回
の
火
災
に
お
け
る

消
火
活
動
は
、
自
衛
隊
の

地
上
消
火
活
動
ま
で
の
対

応
に
て
翌
日
の
鎮
火
と
な

り
ま
し
た
。

各
関
係
機
関
の
連
携
に

よ
り
大
き
な
事
故
も
な
く

鎮
火
に
至
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
消
火
活
動
に

お
け
る
各
調
整
段
階
の
場

面
に
お
い
て
、
再
確
認
を

し
て
お
く
事
項
も
発
生
し

た
こ
と
に
よ
り
、山
梨
県
、

３
市
村
、各
消
防
本
部
、航

空
隊
、
自
衛
隊
に
よ
る
検

証
会
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
検
証
会
議
で
の
課
題

等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
情

報
共
有
の
取
り
方
、
連
絡

調
整
等
、
そ
の
他
に
議
員

ご
質
問
の
消
火
活
動
の
際

に
お
け
る
給
水
ポ
イ
ン
ト

と
な
る
水
利
の
確
保
も
あ

り
ま
し
た
。

こ
の
検
証
会
議
で
の
課

題
等
に
つ
い
て
、
都
留
市

消
防
本
部
と
も
協
議
を
行

い
、
村
の
取
る
べ
き
対
応

策
と
し
ま
し
て
、
場
外
離

着
陸
場
と
し
て
地
域
防
災

計
画
に
お
い
て
も
指
定
し

て
あ
り
、
自
衛
隊
所
有
の

大
型
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
離

着
陸
に
も
十
分
な
広
さ
の

あ
る
、
林
間
広
場
に
耐
震

性
貯
水
槽
１
０
０
ｔ
級
を

整
備
し
、
空
中
消
火
用
の

水
利
を
確
保
す
る
こ
と
が

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
た
め
、

今
年
度
の
国
庫
補
助
事
業

の
追
加
要
望
に
申
請
で
き

る
よ
う
準
備
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

﹁
再
質
問
あ
り
﹂

杉本
����

秀明
����

議員

一般質問
（これが聞きたい）

Ａ
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動 報 告
渡辺県議会議員来村で、富士・東部建設事務所長

と担当者に同行していただき、行政、議会と面会し
協議した。その後、村内危険個所の視察をして改善
要望を伝えました。
村内国道は高低差があり、カーブが多いため交通
事故が多く、また、土砂崩落の危険個所や道路の拡
幅を要する個所等の改善依頼をお願いしました。今
後も、県、国、各機関に協力要請を行い、住みよい
村づくりを進めて行きたいと思います。

渡辺英機県議会議員と行政視察 平成25年５月10日

白壁賢一県議会議員が、富士・東部農務事務所長と担
当者を伴い来村されました。
平成 25年度から実施される農村地域防災減災事業に

ついて、所長及び担当者から事業内容の説明を受けました。
説明後、これから実施される事業について意見交換を

行い、大変有意義な研修会になりました。

白壁賢一県議会議員来村 平成25年３月29日

自治会館にて、町村議会議員研修会に参加してきま
した。自治功労者の表彰があり、自治体（１団体）、個
人（28名）が功労表彰及び感謝状を授与しました。
講演では元総務大臣、元鳥取県知事で、現在慶應義塾
大学法学部教授の片山善博先生のお話がありました。
内容は「分権時代における地方議会への期待」と

いうテーマで、我々議会に対しての指針を教える講
演でした。
今後の活動に生かしていきたいと思います。

町村議会議員研修会参加 平成25年５月23日
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山梨県町村議会広報研究協議会において、宮城県
の大和（タイワ）町と利府町に視察研修に行ってき
ました。
両町の議会だよりの編集作業、スケジュール等に

ついて伺い、各町村との違い、良い点、改善すべき点
などを協議し、村民の皆さんにわかりやすく、理解
してもらえるような、議会だよりのつくり方を勉強
してきました。

山梨県町村議会広報研究協議会視察研修 平成25年５月15日

小菅村の多摩源流まつりを議会にて視察してきま
した。小菅村は皆さん周知のように道志村の半分以
下の人口です。その小さな村に１万人以上が集まり、
賑やかに行われていました。一番驚いたのは地元以
外の下流地区の青梅、多摩の各種団体の参加、協力が
あったことです。又、村民の結集力と、そのパワーに
感動しました。当村においてもいろいろなイベント
が有りますが、村民のみなさんと行政が一体になり、
村の活性化に向けて頑張っていきたいと思います。

小菅村の多摩源流まつり視察 平成25年５月４日

全国（北海道～沖縄まで）の町村議会の議長・副議長研修会が、
東京のメルパルクホールにて行われました。
「これからの町村議会のあり方」というテーマのもとに、パネル
ディスカッションや講演が行われました。
各自治体の議会とも、「開かれた議会・信頼される議会」をめざ
して、いろいろな取り組みをしています。
道志村議会も、村民のみなさんに信頼される議会をめざして、

頑張っていきたいと思います。

町村議会議長・副議長研修
平成25年５月28日

議 会 活
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議案の質疑
平成25年第３回道志村議会定例会は６月11日から
14日までの４日間の会期で開催しました。本定例会
で行った、協議会の質疑の一部を紹介します。

Ｑ道の駅騒音問題について
●昨年のふれあいトーク時に、住民より騒音について検討して頂きたいとの意見が出たが、
その後の対応は

●看板は設置されているが効果を発揮していない

Ａ 看板の付け方等について再検討します。

Ｑ有害鳥獣の管理捕獲について
●管理捕獲（駆除隊）は現在行っているが、経費面で国庫補助に該当する事業は無いのか

Ａ 該当する補助事業はない

Ｑ森林整備について
●間伐等森林整備を実施する場合、ＮＰＯと森林組合とで作業場所が重複することが予想
されるので、補助金等の制度上の問題もあるので事前に調整することは

Ａ 森林環境税が配分され、今後、間伐面積が増加すると思われますので、円滑に
推進できるよう調整していきたい

Ｑ和出村地区国道の側溝工事について
●溝蓋を付ける工事が、中途で終わっていると思われるが、その理由を承知しているか

Ａ 土木と業者間の合意に隔たりがあり中断されたが、継続して完成させる

Ｑ道志村職員給与の臨時特例に関する条例について
●この条例の詳細については

Ａ 職員給与の月額を減額する規定であり内容は次のとおりであります
＊ 一般行政職、看護・保健職、医療職、福祉職について一律1.2％減額する。
＊ 期間は平成25年7月1日から平成26年3月31日まで
＊ 総額約1,370,000円の減額となります。

議員の
意見 反対：行政改革等により、職員数の削減等が既に実施されており、さらに給料を

減額すると職員の就業意欲を損なうことにもなるため
賛成：山梨県及び近隣市町村の動向や、村民感情等を考慮した場合。また、ラス

パイレス 指数も国家公務員を上回っているので減額が妥当ではないか。

６月14日の本会議において反対で可決されました
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土
砂
崩
壊
防
止︵
中
神
地
︶

に
つ
い
て

農
村
地
域
防
災
減
災
事
業

て
防
止
対
策
を
要
望
し
て

い
る

質
問

答
弁

平
成
24
年
６
月
定
例
会

公
共
施
設
の

安
全
対
策
は

定
期
的
な
保
守
点
検
を

計
画
し
安
全
対
策
を
図
る

質
問

答
弁

平
成
25
年
３
月
定
例
会

点検終了後、優先順位をつけ危
険度の大きい物から工事する
ように議論したい。

集落の危険個所を点検し、防災
工事で安心・安全の村づくり
を、めざします。

その結果今は

議会の考え

あの一般質問は今・・・

農
村
集
落
の
安
全
を
を
ま
も
る
た
め
の
農
村

地
域
防
災
減
災
事
業
が
決
定
し
、
今
、
現
地
の
調

査
を
始
め
る
と
こ
ろ
で
す
。

平成25年度の事業として、遊歩道の改
修（２ケ所）、吊り橋の補修（２ケ所）、
道志全域の村道の点検、橋梁の修繕（８～
９ケ所）林道点検診断（16ヶ所）、等の
事業を行います。
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Ｈ２５年 第３回 道志村議会定例会 （６月１１日～１４日）

議案等番号              件       名               審議結果

報告第１号 平成24年度道志村一般会計繰越明許費繰越計算書

承認第１号 専決処分の承認について（平成24年度道志村一般会計補正予算（第8 回）） 承  認

承認第２号 専決処分の承認について（平成24年度道志村後期高齢者医療特別医療特別会計
補正予算（第４回））

承  認

議案第41号 道志村税条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第42号 道志村行政連絡員設置条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第43号 道志村新型インフルエンザ等対策本部条例 原案可決

議案第44号 平成25年度道志村一般会計補正予算（第１回） 原案可決

議案第45号 平成25年度道志村国民健康保険特別会計補正予算（第１回） 原案可決

議案第46号 道志村職員の給与の臨時特例に関する条例 原案可決

発委第３号 人口増加対策特別委員会設置に関する決議 決議可決

議案等の審議結果

発
委
第
３
号

人
口
増
加
対
策
特
別
委
員
会
設
置
に
関
す
る
決
議
に
つ
い

て
、
総
務
文
教
常
任
委
員
長
よ
り
提
案
理
由
の
説
明
が
あ

り
、
決
議
は
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

提
案
理
由
要
旨

道
志
村
も
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
何
ら
か
の
対
策
を
立
て
な
い
と
人
口
減

少
に
歯
止
め
は
か
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

平
成
25
年
４
月
現
在
の
人
口
は
、
１
９
０
３
人
で
、
高
齢
者
５
７
２
人
と

高
齢
化
率
は
30
％
を
超
え
て
い
ま
す
。

子
育
て
世
代
の
定
住
人
口
増
加
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
適
齢
者
の
結
婚
問
題
 
 
 
 
 
 
・
Ｕ
タ
ー
ン
・
Ⅰ
タ
ー
ン
の
推
進

・
雇
用
問
題
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
子
育
て
負
担
の
軽
減

・
イ
ン
フ
ラ
整
備
︵
住
宅
・
道
路
等
︶
・
情
報
発
信

こ
れ
ら
の
諸
問
題
に
つ
い
て
、
調
査
、
研
究
を
行
い
人
口
増
加
に
結
び
付

く
こ
と
を
協
議
し
提
案
し
て
い
く
。
委
員
会
構
成
役
員
は
次
の
通
り
で
す
。

委
員
長

出
羽
和
平
 
 
副
委
員
長
 
 
山
口
勝
也

委
 
員

水
越
茂
広
 
 
山
口
博
康
 
 
池
谷
高
明
 
 
大
田
博
文

長
田
達
義
 
 
山
口
 
力
 
 
杉
本
秀
明
 
 
佐
藤
定
三

＊
特
別
委
員
会
設
置
に
よ
り
、
総
務
文
教
常
任
委
員
会
構
成
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次
の
よ
う
に

変
わ
り
ま
し
た
。
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当組合は、理事２０名監事３名で構成され組合員の皆様のご指導、ご協力により

運営しています。本年度の基本方針は関東随一と言われる道志川の魚族の増殖を推

進し、水質保全、環境美化を目的としています。道志川と自然は村の宝です。村の

宝を生かし、村の活性化のため努力することが当組合に与えられた責務であると思

います。

具体的に本年度は、道志村の協力を得て道志村、漁協、東京海洋大が連携し環境

調査を行っています。小中学生を対象に水質保全環境美化教室を実施すると同時に

釣り客等のため道志川渓流フィッシングセンターの整備を行います。

第１回道志川鮎友釣り大会を７月１５日（海の日）に、川原畑～馬場間で開催い

たします。皆様の参加をお願いします。例年全国的に１０月に行われる「水辺感謝

の日」河川清掃を実施します。釣り大会同様参加下さいますようお願いします。

本年度の放流計画は、ヤマメ成魚 4,000Kｇ（実施済み）稚魚３万尾、ヤマメ発眼

粒 50,000粒、鮎稚魚 3,000Kg（実施済み）鮎成魚 200Kg、ウナギ10kgです。

道志村、山梨県花き農水産課、水産技術セン

ター等関係機関の指導、ご協力を得まして村民

皆様のご指導、ご協力で目的達成のため努力す

ることを誓い活動して参ります。

（9）平成25年７月１日発行

紹

介
しょうかい

日本一の水源の郷を目指し
道志川の魚族の

増殖・水質保全・環境美化に協力を

組合長 山口 太平さん

道
志
村
漁
業
協
同
組
合



議会だより（10）

６
月
定
例
会
︵
11
日
～
14
日
︶
は
、

補
正
予
算
な
ど
の
、
審
議
も
終
わ
り

閉
会
致
し
ま
し
た
。
村
民
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
忙
し
い
田
植
え

も
終
わ
り
安
堵
し
て
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。
昨
年
試
験
的
に
作
付
け
し

た
新
品
種
﹁
道
志
米
﹂
が
、
村
民
の
皆

様
方
の
ご
協
力
に
よ
り
田
植
え
が
今

年
お
こ
な
わ
れ
、
秋
の
豊
作
が
持
た

れ
ま
す
。
新
し
い
手
法
に
よ
る
稲
作

は
、
今
後
道
志
村
の
ブ
ラ
ン
ド
米
と

し
て
各
方
面
で
消
費
さ
れ
、
全
国
に

名
声
が
と
ど
ろ
く
事
を
期
待
し
て
い

ま
す
。小
さ
な
村
で
何
が
出
来
る
か
、

ひ
と
つ
ひ
と
つ
皆
で
考
え
地
域
お
こ

し
を
進
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

︵
佐
藤
定
三
︶

編
 
集
後
 
記
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がんばる人紹介 特別企画

学校教育における「いじめ」現象は、日本だけでなく世
界中にあると言われており、行政、教育界、PTA等が対処
しています。しかし、依然として発生していることを考え
ると対応策に盲点があるのではないかと思われます。「道
志教育」の特色からこの問題を見ると、小規模校であると
いう長所を生かし先生方が相和し、地域機関と連携して解
りやすい授業が実施されています。また、生徒自治による

学校行事が行われており、こ
れ等のことが道志の学校教育
において「いじめ」を無くして
いるのではないかと考えてい
ます。
さらにもうひとつ希望を言

うと、現在の自校方式による
学校給食が食育として見直さ
れ、その効果が出るとき道志
教育が少し輝きを増して「い
じめ」という言葉から卒業で
きるかもしれない。

道志教育から
いじめ問題を考える

道志村教育委員会
教育委員長 佐藤長久さん


